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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月6日(2016.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吐出前に第１液体と第２液体とを分離する容器であって、
　前記第１液体を含み、第１本体通路開口部を有する第１封入本体と、
　前記第２液体を含み、第２本体通路開口部を有する第２封入本体であって、前記第２本
体通路開口部は前記第１本体通路開口部と隣接する第２封入本体と、
　前記第１および第２本体のうちの少なくとも１つに固定された共有キャップであって、
第１吐出チャネルと第２吐出チャネルとを有し、これらのチャネルの各々が開放端部と吐
出孔を持つ端部とを有する共有キャップと、
　前記第１および第２本体の前記通路開口部と前記共有キャップとの間に位置するインサ
ートであって、前記第１本体通路開口部と流体連結する上流入口と前記第１吐出チャネル
と流体連結する下流出口とを有する第１吐出経路と、前記第２本体通路開口部と流体連結
する上流入口と前記第２吐出チャネルと流体連結する下流出口とを有する第２吐出経路と
を画定し、前記上流入口の各々が前記吐出チャネルからオフセットしているインサートと
を備える容器。
【請求項２】
　請求項１に記載の容器において、前記第１および第２吐出チャネルは、前記第１および
第２本体通路開口部の中心軸よりも近接する中心軸を有する容器。
【請求項３】
　請求項１に記載の容器において、前記第１および第２本体通路開口部の各々は前記第１
および第２吐出チャネルの各々の最大断面積よりも大きな最大断面積を有する容器。
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【請求項４】
　請求項１に記載の容器において、前記共有キャップは開位置および閉位置を有する蓋を
含み、該蓋が閉位置にある場合、該蓋は前記吐出孔の各々を覆うように構成された容器。
【請求項５】
　請求項１に記載の容器において、前記共有キャップは上壁と該上壁から延在する隆起し
た噴出口とを含み、該噴出口が２つの吐出孔を含む容器。
【請求項６】
　請求項５に記載の容器において、前記噴出口は前記第１および第２吐出チャネルを分離
する壁を含む容器。
【請求項７】
　請求項５に記載の容器において、前記それぞれの下流出口から流れる前記第１および第
２液体を、互いに向き合うように向け直し、第１および第２吐出チャネルにそれぞれ流入
するように構成された、第１デフレクタおよび第２デフレクタをさらに備える容器。
【請求項８】
　請求項７に記載の容器において、前記第１および第２デフレクタの各々は前記それぞれ
の下流出口から流れる前記第１および第２液体を、前記第１および第２吐出チャネルを分
離する前記壁の方向に向け直す容器。
【請求項９】
　請求項８に記載の容器において、前記第１および第２デフレクタの各々の少なくとも一
部は、前記第１および第２吐出経路のそれぞれの下流出口を覆う容器。
【請求項１０】
　請求項１に記載の容器において、前記第１および第２本体の前記通路開口部と前記イン
サートとの間に位置するガスケットをさらに備える容器。
【請求項１１】
　請求項１に記載の容器において、前記第１封入本体および前記第２封入本体は前記容器
内に並んで位置する容器。
【請求項１２】
請求項１に記載の容器において、前記第１封入本体および前記第２封入本体は、前記第１
封入本体を前記第２封入本体から分離するように構成された共有壁を共有する容器。
【請求項１３】
　請求項１に記載の容器において、前記第１封入本体および前記第２封入本体は、一体の
ブロー成形または射出成形構造である容器。
【請求項１４】
　第１液体および第２液体を請求項１に記載の容器から吐出する方法であって、
　前記第１封入本体の内部容積を減少させて前記第１液体の少なくとも一部を前記第１封
入本体から出して、前記第１吐出チャネルの前記吐出孔から第１液体噴射で排出するステ
ップと、
　前記第２封入本体の内部容積をほぼ同時に減少させて前記第２液体の少なくとも一部を
前記第２封入本体から出して、前記第２吐出チャネルの前記吐出孔から第２液体噴射で排
出するステップとを含む方法。
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